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-Development of Disaster Management Manual System in Disaster Base Hospital-

大地震が発生した場合、災害拠点病院では直後に院内の安全確認や入院患者の対応を行い、その後は被災地から運ばれる患者のト
リアージや治療を行わなければならない。これらの対応を迅速に行うためには、平常時からの備えと災害対応の訓練を行う必要があ
る。本研究では災害拠点病院の一つである東京大学医学部付属病院を対象とした防災マニュアルシステムのプロトタイプを開発し、
災害時に行うべき災害対応業務の時系列的流れや、関連部署で行われている災害対応業務の流れの理解の促進を図った。
本システムにより防災マニュアルの記載内容が主体や経過時間などの視点から簡単に閲覧できるだけでなく、主体ごとの防災業務の違いや
偏り、部署間相互の業務推移を視覚的に分かりやすく分析したり、確認することができるようになった。また、平常時に本システム上でグラフを
確認することで、関係部署の連携状況の把握が可能となった。

②東大病院にて実施された防災訓練を撮影・分析
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①東大病院の防災訓練計画の内容をデータベース化
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手段が使用不能になる混乱、
役割分担が明確でないなどの
問題点が指摘された。
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